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小樽市総合博物館紀要　23：1－6，March31，2010

小樽市銭函海岸林の植生（第1報）

持田　誠＊
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はじめに

北海道の海岸には，カシワ如erC〟∫de〃Jαねを

主体とする海岸林が広く成立している．なかで

も防風林として維持されている石狩海岸一帯の

天然生カシワ林は，小樽市から石狩市にかけて

幅500仙700m，総延長約25kmという大規模なもの

で，防風保安林としての機能だけでなく，地域生

態系の上でも重要な位置を占めるものである．こ

れまでにも小樽市総合博物館（旧小樽市博物館）

が昆虫相に関する調査を2004年度から実施してい

る（山本2008，2009）．特に山本（2008）は，小樽・

札幌圏内では稀な種とされるサジクヌギカメムシ

Ur0吋J∫∫grgcor軸が本地域の海岸林で個体数の多

いことを報じており，本林分が果たしている役割

を指摘した．また，Kikuchi（1957）は本林分内の水

域からキタホウネンエビC鋸roc甲dqP∫ね〟C鋸ddg

を新種として記載している．

植物相については，隣接する石狩市が古くから

継続的な調査を実施している（石狩浜海浜植物保

護センター2006，2009）．小樽市銭函地区において

も調査が始まり，海浜草原区域を中心として三浦・

佐々木（2010）の第一報告がある‥

本地域の海岸林については，長谷川（1974，

1979，1984）の一連の研究がある．植生に関しては，

帯状区法に基づき1979年6月に3調査区を設定し

＊北海道大学総合博物館．

〒060－0810　札幌市北区北10条西8丁目．

て報告している．また，隣接する厚田村のカシワ

林について斎藤ら（1990）の報告があり，やはり

帯状区法に基づく種組成と林分構造が明らかにさ

れている．これらの報告を含め，我が国の海岸林

を総覧した村井ほか（1992）では，全道および全

国の海岸林との比較が行われている．

一方，植物社会学的研究では，石狩市花畔付近

を標本区とした組成から，エゾノヨロイグサーカ

シワ群集とチマキザサーカシワ群集が報告されて

いる（村上，1988）．

植物群落は時間の経過に伴って種組成や構造が

変化する．地域の自然環境の変遷を定期的に記録

しておくことは，地域生態系のあり方を考える上

で重要である．折しも，当該地区に隣接して風力

発電所の建設計画が持ち上がり，現在，測量など

が実施されている．周辺環境の大規模な変化は，

間接的に隣接する本地域の植生についても影響を

及ぼす可能性がある．

本地域の植生調査結果は，長谷川（1979）によ

る帯状区調査からも30年が経過している．そこ

で，新たに今日の状況を記録し，既報との比較と

今後の変化についての予測を行うことにした．ま

た，他地域との比較や記録の上では，植物社会学

的調査に基づく組成表の利用が有用である．そこ

で，帯状区法による群落学的記録と，組成表作成

による植物社会学的記録を並行して実施し，石狩

海岸林の植生誌を作成することにした．



2009年度は予備調査として，帯状区法に基づく

毎木調査を実施した．本調査は2010年度にあらた

めて実施する予定であるが，予報として報告する．

本研究にあたり，小樽市総合博物館の佐々木美香氏に

は，植物相調査の情報提供や調査地情報などについて，

さまざまなご指導・ご助言を賜った．また，毎木調査は

学校法人総合技術学園札幌科学技術専門学校自然環境学

科の環境調査実習Ⅰとして実施した．実習にあたり，

学科指導教員の興野昌樹教諭，竹田誠教諭をはじ

め，調査にあたった以下の自然環境学科1年生各

氏に深謝する．石川一，一原彩佳音，小島みらい，

佐々木翔太，佐藤寿宗，本間亜由美（敬称略）．

調査地および調査方法

調査は帯状トランセクト法による毎木調査で実

施した．調査地は小樽市銭函4－5丁目海岸林のう

ち，樽川墓地から海岸に向かって延びる西6線沿

いの林内で，調査区を1本設定した．

調査区は海岸側から内陸側へ向けて延長50m，

幅5mの帯状区とした．帯状区の走行方位は，汀

線からほぼ垂直で，N400WからS400　Eへ向け

た直線である．内陸側へ向けてやや下り傾斜となっ

ているが，傾斜角度はきわめて低く，ところどこ

ろに微凸地形が見られる．出現した胸高（1．3m）

以上の木本全個体の位置，樹高，胸高直径を記録

すると共に，樹幹投影図，群落断面図を作成した．

林床植生の植生調査は，今年度は実施しなかった．

結果

調査区に出現した胸高以上の木本は，枯損個

体1個体を含め32個体であった．このうち，ヤ

マグワ肋r〟∫α〟∫汁αJねとツルウメモドキCeJα∫Jr〟∫

0γ鋸C〟α〃∫が1個体ずつ確認された他は，全てが

カシワであった．カシワの枯死木が1個体確認さ

れた．

樹高では，カシワの8mが最大であり，3m未満

の個体は見られなかった（表1）．出現個体全体の

平均樹高は5．08±1．17mで，4－5mの樹高階が14

個体で最多であり，次いで3－4mの6個体であった．

なお，樹高1．3～3mの階に出現した2個体の

カシワの樹高はいずれも3mであった．3m以下の

個体はカシワでは全く出現しなかったのに対して，

ツルウメモドキとヤマグワは草本層において高頻

度で見られ，特にツルウメモドキは樹高50cm程

度の個体が多数生育していた．

胸高直径ではカシワの26cmが最大であり，最

小はカシワの7cmであった（表2）．出現個体の平

均は12．56±4．35cmで，8－10cmと14－16mの胸高

直径階が共に8個体となった．

群落高は，海岸側から内陸側へ向かって，徐々

に高くなる傾向にあった（図1）．また，ところど

ころにパッチ状に林冠の開けた箇所があり，林内

は比較的明るかった．

林床植生はチマキザサ，ツルウメモドキ，ツル

アジサイ，ハシドイ，ヤマグワ，アズキナシ，ヤ

マブドウ，ミヤマアキノキリンソウ，オオヨモギ，

イヌヨモギ，アオスゲ，チャシバスゲなどが見ら

れた．チマキザサが優占しているが優占度は高く

なく，ツルウメモドキを始め，さまざまな種類が

混生していた．林床植生の詳細については次年度

に報告するが，木本層を優占するカシワの幼齢個

体（稚樹）が全く見られないのは特徴的であった．

考察

長谷川（1984）は，本地域において放水路掘削

の為の海岸林伐採が実施される機会に合わせ，天

然生カシワ林の群落構造と更新に着目した詳細な

調査を実施している．それによると，当林は大別

して風上側（海側），林帯中央部，風下側（内陸側）

の3林分に区分され，それぞれにブッシュ状カシ

ワ低木林，カシワ林，広葉樹混生林という特徴的

な群落構造を有している．群落構造の比較と調査

区の汀線からの距離から，今回の調査区は林帯中

央部のカシワ林分に対応すると思われる．

長谷川（1984）では，当該林分の植生高は概ね

5mと報告されている．本報の調査区では，それよ

りも若干高い個体が存在するが，4m以上5m未満

の個体が中心であることから，平均樹高は長谷川

（1984）ほぼ同じであった．

樹高は風上側である海側で4－5mであり，内陸

側に8m個体が存在した（図1）．明らかに内陸側

へ向かって高くなっており，海岸林における群落

高の典型的な移行形態と言えるだろう．また，立

木配置が均一ではなく，ある程度のまとまりを持っ

て分布している傾向が見られ，立木の空いている

箇所では林冠が開けているために，林床は比較的
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明るかった．また，こうしたギャップの箇所には

倒木が散見された．

また，長谷川（1984）では，カシワ各個体で萌

芽が著しく，主幹が根元から教本に分かれるなど

している．本報の群落断面図からも，主幹が分か

れている個体が散見されるが（図1），長谷川（1984）

に比較するとその比率は少ない．これは，長谷川

（1984）で盛んに見られた低木層のカシワが，本報

の調査区では殆ど見られなかったことに起因する

と思われる．

本報では，カシワの胸高直径階は，8－10cmと

14－16cmで頻度が高く，わずかだが22m以上の

個体が存在することを考えると，生育段階のピー

クに3段階があるように見える（図2）．そこで，

樹高と胸高直径の関係から見てみると，胸高直径

20cm以下ではバラツキが少なくなり，20cm以上

の2個体とそれ以下の個体への大別が推察された

（図3）．

図1．銭函海岸林の林帯中央部付近における群落断面図と樹冠投影図．

←は海岸側（風上）の方角．樹種はC：ツルウメモドキCe／aS血soJ伽C〟加U古，M：ヤマグワMom8aUSf帽〟S，

その他は全てカシワQue／℃USdenねra．群落断面図の破線は枯死木を示す．
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図3．帯状区内に出現したカシワQLJeJ℃U8denねraの
樹高と胸高直径との関係．

長谷川（1984）でも，林帯中央部よりやや海岸

寄りの林分で，根元直径と樹高との関係から，樹

齢グループが2つに分かれる傾向が報告されてい

る．その上で，伐採により年輪数を数えて海岸林

の樹齢構成を調べられている．その結果，海岸林

は風上側，林帯中央部，風下側の3帯で，それぞ

れ樹高の頭打ちが見られたと言う．そのため，根

元直径や樹高から樹齢を推測できるのは風下側に

限られ，海岸側の林分になると，根元直径が大き

くても樹高が抑えられていることから両者の相関

が崩れてしまう．海岸林のような厳しい条件下に

成立している森林においては，少数個体の樹齢調

持田誠

査を基に樹齢構成を推定することは危険であると

述べている．

本報では長谷川（1984）よりも長い50mの帯状

区を設定した．そのため，樹高の変化でも明らか

なように，比較的多様な区域を含むことになり，

銭函海岸林の群落実相をより具体的に記録するこ

とができたと思われる．本報の調査結果を踏まえ，

次年度以降は帯状区の箇所を増やして，現在の海

岸林の群落景観を記録すると共に，林床植生も含

めた植物社会学的調査を実施して，組成表比較に

よる群落分類学的な検討も実施する予定である．
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